
『防災まちづくりかわら版』に関するお問合わせ先 

    足立区 都市建設部 建築室 建築防災課 

住 所  〒120-8510 足立区中央本町 1-17-1   

電 話  03-3880-5187(直通) 

ＦＡＸ  03-3880-5615 

メール  kenchiku-bousai@city.adachi.tokyo.jp 

Ｈ  Ｐ  https://www.city.adachi.tokyo.jp/misshu/yanagihara.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【対 象 路 線】左図の路線１～６ 

【開 催 結 果】 ※ 令和４年度は路線５対象 

（１）令和５年１月 25 日（水）開催：４人参加 

（２）令和５年１月 29 日（日）開催：７人参加 

【開 催 場 所】千住あずま住区センター 

【主なご意見】密集事業と地区計画の目的や効果 

に関することや、密集事業の期間などについて 

あらためて確認を求めるご意見がありました。 

 

沿道意見交換会を開催しました！ 

●勉強会・事例視察のご報告 

 

 

 
【日  時】令和４年７月 28 日（木） 

【場  所】書面開催 

【参 加 者】勉強会会員（町会・商店会の皆さま）24 名 

【主な内容】密集市街地での事業・地区計画導入の効用（密

集事業及び防災街区整備事業の主なメリット・デメリッ

ト、密集市街地における地区計画等） 

 

第６回 

勉強会 

【日  時】令和４年 10 月 13 日（木）19：00～20：40 

【場  所】千寿桜堤中学校 

【参 加 者】勉強会会員 16 名 見学者１名 

【主な内容】道路配置計画の考え方、整備方針案、居住に必

要な面積の考え方、拡幅対象道路を位置づけた場合の影

響、路線ごとの位置づけ・特性からみる検討項目 

 

第７回 

勉強会 

【日  時】令和５年２月 22 日（水）19：00～20：30 

【場  所】千寿桜堤中学校 

【参 加 者】勉強会会員 16 名 

【主な内容】アンケート結果・沿道意見交換会の報告、次年

度の予定・今後のまちづくりの進め方等 

第８回 

勉強会 

第７回勉強会 

路線別意見交換会 

 令和４年度の防災まちづくり勉強会 

 

１ ４ 

 令和３年度に柳原防災まちづくり方針「柳原らしさを活かした、

誰もが安心して生活できるまち」を掲げました。 

令和４年度は３回の勉強会の他に、柳原全域を対象としたアン

ケートや沿道意見交換会を実施しました。なお、昨年度から実施

している短期的対策の成果は、区ホームページをご覧ください。 

通行や避難の妨げとなるため、

ご自宅前などの道路に物を 

置かないよう、引続き 

ご協力をお願いします 

 柳原地区のこれまでの調査・検討をふまえ、災害時の避難や緊急車両の円滑な通

行・消防活動を有効に行うために、道路拡幅の検討が必要と考えています。そこで、

避難や道路ネットワーク等の観点から重要な道路と位置づけた沿道の関係者の皆さ

まと、意見交換会を開催することとしました。 

 

３ 号 第 

このかわら版は、柳原地区（柳原一丁目、柳原二丁目の全域）にお住まいの方、 

柳原地区内に土地や建物を所有している方にお送りしています。 

● 勉強会の概要報告 

 

・ アンケート配布（柳原地区全域）➤ P2・３に掲載 

令和４年 12月中旬～令和５年１月 10 日締め切り 

・ 沿道意見交換会（路線５対象）➤ P４に掲載 

令和５年１月 25 日（水）・１月 29日（日） 

その他 

意向把握 

検索 柳原地区のまちづくり 

意向把握関係資料 

 

沿道意見交換会 

 路線５以外の路線を対象に、 

順次意見交換会を実施します。 

 

まちづくり協議会の立ち上げ 

 勉強会から協議会へ移行し、 

地域が主体となって、まちづ 

くり計画の検討を行います。 

 ●令和５年度の予定 

今回実施路線 

mailto:kenchiku-bousai@city.adachi.tokyo.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 回答者属性                                  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 柳原地区の魅力（複数回答）                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 柳原地区のまちづくりに今必要だと思うこと（複数回答）             
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 拡幅が必要だと思う路線（複数回答）      アンケート結果を受けて     

 

 

 

 

 

項目 内容 

アンケート配布対象 
柳原地区にお住まいの方、柳原地区に土地や建物を所有されている方

（地区内全戸配布、及び地区外在住権利者へ郵送） 

アンケート実施期間 令和 4 年 12 月 20 日～令和５年１月１０日（消印有効） 

配布数 
地区内全戸配布  2,984 件 

地区外在住権利者  477 件  合計 3,461 件 

回答数・回答率 
郵送回答 370 件 WEB 回答 141 件  合計 511 件 

回答率 14.7％ 

居住 
または 

所有形態 

３ 

 ●アンケート実施概要 

 令和４年 12月、柳原地区全域を対象にアンケート調査を行いました。これからの防災 

まちづくりを進めるにあたり、皆様の様々な想いをお聞かせいただくことができました。 

年末年始のご多忙な時期にご協力を頂きましたこと、心より感謝申し上げます。 

 ●アンケート結果 

回答者の 
約５割が 
60 歳以上 

５割超が 
単身または 
２人世帯 

４割超が 
30 年以上 
の居住 
または所有 

約６割が 
持ち家・ 
一戸建 

 

その他の主なご意見 

・近隣大学(電機大学や東京 

未来大学)と連携 

・物を置かないよう取り締り 

・セットバックの強化 

・消防団を含む消防力の強化 

・新住民・賃借住民と旧住民 

との交流 

・地区内外の地権者の協力 

その他の主なご意見 

・河川敷や公園など、子供も 

大人も身体を動かせる場所 

・シルバー層の方々が多く、 

子どもの様子を気にかけて 

くれている 

・桜並木がキレイ 

・病院、公共施設の充実 

・家賃が安い 

・通過交通が少なく静か 

・商店街など、個人商店が 

たくさんある 

道路拡幅、建物の不燃化・耐震化、

公園等の整備などが必要、という回

答が多く、密集事業によるハード整

備が重要と考えている方が多いと思

われます。 

引き続き、路線別意見交換会をは

じめ、地区内外の皆様と積極的な意

見交換を行い、防災まちづくり方針

に沿ったまちづくりを目指していき

たいと思います。 

２ 

居住 

または 
所有年数 

世帯 

人数 

道路拡幅の必要性：約７割 

交通や 

買い物の 

利便性 

落ち着いた

住環境 

下町情緒や

路地のある

街並み 

人々の 

雰囲気や 

人情ある 

コミュニティ 

その他 無記入 

災害に備えた道路の拡幅 

建物の建替えによる不燃化・耐震化 

防災拠点、平時の憩いのための 
公園や広場の整備 

地区計画等によるルールづくり 

防災訓練などソフト面の 
まちづくり支援 

現状で十分・まちづくりの 
必要性はない 

その他 

無記入 

路線２ 路線１ 路線６ 路線３ 路線５ 路線４ その他  無記入 


